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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第75期
第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年９月30日

自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 15,221,387 13,157,238 30,005,748

経常利益 (千円) 1,188,425 460,500 2,067,917

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 773,849 251,756 1,291,333

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 467,856 37,974 758,371

純資産額 (千円) 18,133,181 18,029,948 18,423,333

総資産額 (千円) 36,553,026 36,013,455 37,002,936

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 188.24 61.35 314.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.5 45.9 45.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 715,392 1,456,470 1,445,441

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △432,375 △864,631 △1,090,649

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △867,748 △336,022 △987,779

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,779,843 3,964,437 3,741,699
 

　

回次
第75期
第２四半期
連結会計期間

第76期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 122.52 33.59
 

　
(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米中貿易摩擦の拡大・長期化の影響で世界景気の減速感が一

段と強まる中、中国向けを中心に外需が減少し、企業活動が停滞するなど、製造業を中心に調整局面が継続しまし

た。

このような状況のもとで、当第２四半期連結累計期間の実績は、中国市場での需要の低迷、また為替相場が想定

よりも円高であったこと等により、売上高は131億５千７百万円（前年同四半期比13.6％減）、営業利益は６億２千

６百万円（前年同四半期比45.8％減）、経常利益は４億６千万円（前年同四半期比61.3％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は２億５千１百万円（前年同四半期比67.5％減）となりました。

１株当たり四半期純利益は61.35円（前年同四半期は188.24円）となりました。

セグメントごとの経営成績につきましては、日本は、売上高は65億４千万円（前年同四半期比5.9％減）となり、

営業利益は８千１百万円（前年同四半期比75.5％減）となりました。アジアは、売上高は64億３千万円（前年同四

半期比20.5％減）となり、営業利益は４億１百万円（前年同四半期比39.5％減）となりました。ヨーロッパは、売

上高は１億８千５百万円（前年同四半期比3.0％増）となり、営業利益は６百万円（前年同四半期比119.3％増）と

なりました。

財政状態の状況につきましては、当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末から９億８千９

百万円減少し、360億１千３百万円となりました。主な増減は、流動資産では、現金及び預金の増加２億２千２百万

円、受取手形及び売掛金の減少12億２千７百万円、棚卸資産の減少３億８千７百万円等、固定資産では、有形固定

資産の増加１億６千１百万円、投資有価証券の増加３億４千８百万円等であります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて５億９千６百万円減少し、179億８千３百万円となりました。増減の主な

ものは、流動負債では、支払手形及び買掛金の減少５億８千７百万円、短期借入金の増加５億１千４百万円、未払

法人税等の減少１億６千３百万円、賞与引当金の減少４千６百万円等、固定負債では、長期借入金の減少３億１千

万円等であります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて３億９千３百万円減少し、180億２千９百万円となりました。主な増減

は、利益剰余金の減少７千６百万円、為替換算調整勘定の減少２億４千６百万円、非支配株主持分の減少１億５百

万円等であります。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.5ポイント増加し、45.9％となりました。

当社グループは、中長期の持続的な成長を目指す取組みとして、中期経営計画「３Ｇ Action2021 ～Challenge

the Next Stage～ 」を2019年度からスタートさせました。即ち、この期間を次の10年に向けた更なる飛躍のための

成長フェーズとして位置づけ、海外展開の着実な推進とグループ総合力を活かした生産力の強化に取り組んでまい

ります。具体的には、①今後、旺盛な油圧需要の捕捉が期待できるインド、北米、東南アジア地域での拡販体制の

確立と戦略製品の開発、②日本およびインド、台湾、中国の海外生産拠点の連携強化によるグローバルな最適生産

体制の構築などを通じて、当社グループとしての競争力を一層強化し、環境変化の中でも利益成長できる油圧総合

メーカーグループを目指してまいります。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、投資活動、財務活動によるキャッシュ・フローに

より減少したものの、営業活動によるキャッシュ・フローにより増加したため、39億６千４百万円（前連結会計年

度末比6.0％増）となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローの内訳の主なものは、税金等調整前四半期純利益４億６千２百万円、売上債

権の減少10億７百万円、仕入債務の減少４億５千５百万円、法人税等の支払額２億６千８百万円等であります。そ

の結果、営業活動によるキャッシュ・フローは14億５千６百万円の収入となり、前年同四半期に比べ７億４千１百

万円収入が増加しております。

投資活動によるキャッシュ・フローの内訳の主なものは、有形固定資産の取得による支出５億５千８百万円、投

資有価証券の取得による支出４億３千１百万円等であります。その結果、投資活動によるキャッシュ・フローは８

億６千４百万円の支出となり、前年同四半期に比べ４億３千２百万円支出が増加しております。

財務活動によるキャッシュ・フローの内訳の主なものは、短期借入金の純増額５億８千万円、長期借入金の返済

による支出４億４千２百万円、配当金の支払いによる支出３億２千４百万円等であります。その結果、財務活動に

よるキャッシュ・フローは３億３千６百万円の支出となり、前年同四半期に比べ５億３千１百万円支出が減少して

おります。

当社グループの資本の財源及び資金の流動性については、運転資金は、製品製造のための材料及び部品の購入の

ほか、製造経費、販売費及び一般管理費等の営業費用によるものです。設備投資資金需要の主なものは、原価の低

減、社内付加価値の向上を目的とした、生産設備の能力増強、合理化、更新のための必要資金です。これらの資金

需要に対しては、営業活動から得られる資金及び、金融機関等からの借入金により賄っております。当第２四半期

連結会計期間末の金融機関等からの借入金残高は短期借入金28億２千２百万円、1年以内返済予定の長期借入金は、

８億７百万円、長期借入金は、31億６千１百万円となっております。また、当社は、取引銀行４行とシンジケー

ション方式のコミットメントライン契約を締結しており、コミットメントの総額は40億円、当第２四半期連結会計

期間末のコミットメントラインの借入未実行残高は29億２千万円となっております。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した経営方針、経営戦略等について重

要な変更はありません。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

なお、当社は、財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の通りであります。

① 基本方針の内容

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に対する大

規模買付提案又はこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではなく、最終的には株主

の皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。

しかしながら、株式の大規模な買付行為や買付提案の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主共同

の利益に対して明白な侵害をもたらすおそれのあるもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあ

るもの、対象会社の株主や取締役会が買付行為の内容等について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案

を提示するための合理的に必要十分な時間や情報を提供することのないもの等買収の対象とされた会社の企業価

値ひいては株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

当社は、上記の例を含め、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大規模な

買付行為又は買付提案を行う者は、当社の財務および事業の方針を決定する者として不適切であると判断し、法

令および当社定款によって許容される範囲で必要かつ相当な措置を講じることにより、当社の企業価値ひいては

株主共同の利益を確保する必要があると考えております。

② 会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

当社では、多数の株主および投資家の皆様に長期的に継続して当社に投資していただくため、当社の企業価値

ひいては株主共同の利益を向上させるための取組みとして、以下の施策を実施しております。これらの取組み

は、上記①の基本方針の実現に資するものと考えております。
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1) 企業価値向上への取組み

当社および当社グループは、わが国を代表する油圧専業総合メーカとして、一般産業機械の基幹部品である

「油圧機器」事業を中心に、「油圧機器」と電子技術を融合した「システム製品」および油圧制御技術の特徴

を生かした 「環境機械」の生産、販売および開発を積極的に推進してまいります。

そして「ＹＵＫＥＮ」ブランドを世界に広め日本、アジア、世界に貢献し、環境変化の中でも利益成長でき

る高収益体質の独立系油圧メーカグループを目指すべく、2019年度を初年度とする中期経営計画を策定してお

ります。具体的には、３Ｇ《Group・Global・Growing》を行動指針とし、グローバル展開に対応したものづく

り力の強化（Group戦略）、成長分野としてのグローバル展開の推進（Global戦略）、成長を支えるグループ会

社の経営基盤強化（Growing戦略）、持続的成長のための収益力の強化（Gain戦略）を推進していくことで、高

収益体質の礎を強固たるものとするとともに、持続的に成長できる企業への変革を進めてまいります。

2) コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、経営理念である「経営の信条」を礎に、常に最良のコーポレート・ガバナンスを追求し、その充実

に継続的に取り組んでまいります。当社は、当社の持続的な成長と企業価値の向上を図る観点から、意思決定

の透明性・公平性を確保するとともに、保有する経営資源を十分に活用し、迅速・果敢な意思決定により経営

の活力を増大させることがコーポレート・ガバナンスの要諦であると考え、その充実に取り組んでまいりま

す。当社のコーポレート・ガバナンスに関する取り組みに関しては、当社ホームページに記載しておりますの

でご参照ください。

（https://www.yuken.co.jp/ir/governance.aspx）

③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針が支配されることを防止するための取組み

当社は、当社株式に対する大規模な買付等が行われた場合でも、その目的等が当社の企業価値ひいては株主共

同の利益の確保・向上に資するものであれば、当社の財務及び事業の方針の決定を支配するものとして不適切で

あると考えるものではありません。また、支配権の移転を伴う買収提案に応じるかどうかの判断も、最終的には

株主の皆様の意思に基づき行われるべきものと考えております。

しかしながら、株式の大規模な買付等の中には、その目的等から見て買収の対象とされた会社の企業価値ひい

ては株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

そこで、当社取締役会は、1)事前に大規模買付者が取締役会に対して必要かつ十分な情報を提供し、2)取締役

会による一定の評価期間が経過した後に大規模買付行為を開始する、という概要の大規模買付行為への対応策

（以下「本買収防衛策」といいます）を2007年３月８日の取締役会において決議し、2007年６月28日開催の当社

第63回定時株主総会において、導入が決議されました。

また、本買収防衛策は、その合理性・公正性を担保するための独立委員会の設置や、大規模買付者に提供を求

める必要情報の内容について一部見直しを行うなど、社会、経済情勢の変化や、買収防衛策をめぐる諸々の動向

等を踏まえ、より実効性を高めるための変更を伴った上で、直近では2019年６月27日開催の当社第75回定時株主

総会において継続が決議されております。
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④ 本買収防衛策が株主共同の利益に合致し、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないことについ

て

本買収防衛策は、当社株式等に対する大規模買付行為がなされた際に、当該大規模買付行為に応じるべきか否

かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や時間を確保し、株主の

皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を

確保し、向上させるという目的をもって導入されたものであります。

更に、本買収防衛策は、大規模買付行為が大規模買付時における情報提供等に関する一定のルール（以下「大

規模買付ルール」といいます）を遵守していない、あるいは大規模買付ルールを遵守していても株主共同の利益

に対する明白な侵害をもたらす買収である場合や株主に株式の売却を事実上強要するおそれがある買収である場

合など、予め定められた合理的かつ詳細な客観的要件が充足されなければ対抗措置が発動されないように設定さ

れており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しております。

 
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億９千１百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 9,600,000

計 9,600,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,510,676 4,510,676
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であります。

計 4,510,676 4,510,676 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年９月30日 － 4,510,676 － 4,109,101 － 1,030,000
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(5) 【大株主の状況】

2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 204 4.98

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 195 4.76

油研販売店持株会 神奈川県綾瀬市上土棚中４丁目４番34号 185 4.53

油研協力会持株会 神奈川県綾瀬市上土棚中４丁目４番34号 169 4.12

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 165 4.03

株式会社三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 164 4.01

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 144 3.52

DEUTSCHE BANK AG,FRANKFURT-
DOMESTIC CUSTODY SERVICES
(常任代理人 株式会社みずほ銀
行決済営業部)

TAUNUSANLAGE 12,60325 FRANKFURT AM
MAIN,GERMANY
(東京都港区港南２丁目15番１号)

135 3.29

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 95 2.32

酒井重工業株式会社 東京都港区芝大門１丁目４番８号 82 2.00

計 ― 1,542 37.58
 

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 407,400
 

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,074,700
 

40,747 同上

単元未満株式 普通株式 28,576
 

― 同上

発行済株式総数 4,510,676 ― ―

総株主の議決権 ― 40,747 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権１個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己保有株式が９株含まれております。

　

② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
油研工業株式会社

神奈川県綾瀬市上土棚中
四丁目４番34号

407,400 ― 407,400 9.03

計 ― 407,400 ― 407,400 9.03
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２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ロイヤル監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,882,541 4,105,280

  受取手形及び売掛金 11,828,358 10,601,101

  商品及び製品 3,622,705 3,189,751

  仕掛品 921,610 1,044,412

  原材料及び貯蔵品 3,104,050 3,026,908

  その他 890,044 917,827

  貸倒引当金 △103,880 △105,667

  流動資産合計 24,145,430 22,779,614

 固定資産   

  有形固定資産 7,313,981 7,475,317

  無形固定資産 338,863 355,320

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,739,086 3,087,709

   その他 2,469,217 2,319,138

   貸倒引当金 △3,643 △3,643

   投資その他の資産合計 5,204,660 5,403,203

  固定資産合計 12,857,505 13,233,841

 資産合計 37,002,936 36,013,455

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,403,083 4,815,780

  短期借入金 ※3  2,307,568 ※3  2,822,240

  1年内返済予定の長期借入金 937,370 807,571

  未払法人税等 269,730 106,316

  賞与引当金 454,515 407,598

  その他 1,750,987 1,854,718

  流動負債合計 11,123,255 10,814,226

 固定負債   

  長期借入金 3,472,658 3,161,943

  退職給付に係る負債 3,910,507 3,897,300

  環境対策引当金 719 719

  資産除去債務 4,518 4,538

  その他 67,944 104,779

  固定負債合計 7,456,348 7,169,280

 負債合計 18,579,603 17,983,507
 

 

EDINET提出書類

油研工業株式会社(E01612)

四半期報告書

11/22



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,109,101 4,109,101

  資本剰余金 3,881,105 3,881,105

  利益剰余金 9,557,127 9,480,606

  自己株式 △1,037,860 △1,038,182

  株主資本合計 16,509,473 16,432,631

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 709,264 720,498

  為替換算調整勘定 △11,240 △257,466

  退職給付に係る調整累計額 △393,946 △370,326

  その他の包括利益累計額合計 304,077 92,706

 非支配株主持分 1,609,781 1,504,610

 純資産合計 18,423,333 18,029,948

負債純資産合計 37,002,936 36,013,455
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 15,221,387 13,157,238

売上原価 11,189,264 9,753,985

売上総利益 4,032,123 3,403,252

販売費及び一般管理費 ※  2,877,062 ※  2,777,019

営業利益 1,155,060 626,232

営業外収益   

 受取利息 21,480 29,363

 受取配当金 25,321 26,875

 持分法による投資利益 48,752 17,804

 為替差益 2,669 -

 その他 45,432 56,428

 営業外収益合計 143,657 130,472

営業外費用   

 支払利息 93,140 105,594

 為替差損 - 133,593

 その他 17,152 57,017

 営業外費用合計 110,292 296,204

経常利益 1,188,425 460,500

特別利益   

 固定資産売却益 6,021 1,587

 特別利益合計 6,021 1,587

税金等調整前四半期純利益 1,194,446 462,088

法人税等 314,258 150,400

四半期純利益 880,188 311,687

非支配株主に帰属する四半期純利益 106,338 59,931

親会社株主に帰属する四半期純利益 773,849 251,756
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 880,188 311,687

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △30,254 11,234

 為替換算調整勘定 △405,646 △308,568

 退職給付に係る調整額 23,568 23,620

 その他の包括利益合計 △412,331 △273,713

四半期包括利益 467,856 37,974

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 432,825 40,385

 非支配株主に係る四半期包括利益 35,030 △2,410
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,194,446 462,088

 減価償却費 481,699 484,198

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,256 4,890

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 68,282 22,442

 受取利息及び受取配当金 △46,801 △56,239

 支払利息 93,140 105,594

 為替差損益（△は益） 5,680 11,303

 売上債権の増減額（△は増加） △278,133 1,007,910

 たな卸資産の増減額（△は増加） 299,010 246,280

 仕入債務の増減額（△は減少） △343,278 △455,375

 その他 △251,247 △63,927

 小計 1,221,541 1,769,167

 利息及び配当金の受取額 51,880 64,278

 利息の支払額 △96,497 △108,739

 法人税等の支払額 △461,532 △268,235

 営業活動によるキャッシュ・フロー 715,392 1,456,470

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △494,618 △558,369

 投資有価証券の取得による支出 △760 △431,445

 投資有価証券の売却による収入 100,000 100,161

 貸付けによる支出 △1,160 △5,776

 貸付金の回収による収入 2,333 1,701

 その他 △38,169 29,097

 投資活動によるキャッシュ・フロー △432,375 △864,631

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △73,513 580,837

 長期借入れによる収入 200,000 13,345

 長期借入金の返済による支出 △456,339 △442,982

 自己株式の取得による支出 △87,251 △324

 配当金の支払額 △329,769 △324,794

 非支配株主への配当金の支払額 △57,917 △102,802

 その他 △62,956 △59,301

 財務活動によるキャッシュ・フロー △867,748 △336,022

現金及び現金同等物に係る換算差額 △74,571 △33,078

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △659,303 222,738

現金及び現金同等物の期首残高 4,439,146 3,741,699

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,779,843 ※  3,964,437
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。　

　

 
(会計方針の変更等)

　該当事項はありません。　

 
 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

(税金費用の計算)

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)
　
　１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

 
当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

Coretec　Engineering
India Pvt.Ltd.

187,661千円
Coretec　Engineering
India Pvt.Ltd.

　208,362千円

Grotek 　Enterprises
Pvt.Ltd.

157,728 〃
Grotek 　Enterprises
Pvt.Ltd.

201,586 〃

計 345,389千円 計 409,948千円
 

　

　２　受取手形割引高

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

受取手形割引高 28,713千円 11,466千円
 

　

※３　当社は、運転資金の効率的な調達と安定的な財務基盤の確保を目的に取引銀行４行とシンジケーション方式のコ

ミットメントライン契約を締結しております。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

コミットメントの総額 4,000,000千円 4,000,000千円

借入実行残高 680,000 〃 1,080,000 〃

差引額 3,320,000千円 2,920,000千円
 

　

 
 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

給与及び賞与 905,331千円 885,260千円

賞与引当金繰入額 199,588 〃 188,707 〃

退職給付費用 70,867 〃 68,280 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金勘定 3,920,685千円 4,105,280千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △140,842 〃 △140,842 〃

現金及び現金同等物 3,779,843千円 3,964,437千円
 

　

 
 
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月27日
定時株主総会

普通株式 330,642 80.00 2018年３月31日 2018年６月28日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 328,276 80.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注1)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 アジア ヨーロッパ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 6,949,959 8,090,897 180,529 15,221,387 ― 15,221,387

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1,727,652 512,723 ― 2,240,375 △2,240,375 ―

計 8,677,612 8,603,621 180,529 17,461,763 △2,240,375 15,221,387

セグメント利益 333,642 663,049 2,793 999,486 155,574 1,155,060
 

(注) １ 調整額の主なものは、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注1)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 アジア ヨーロッパ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 6,540,269 6,430,969 185,999 13,157,238 ― 13,157,238

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1,319,016 482,941 ― 1,801,957 △1,801,957 ―

計 7,859,286 6,913,910 185,999 14,959,196 △1,801,957 13,157,238

セグメント利益 81,693 401,240 6,127 489,062 137,170 626,232
 

(注) １ 調整額の主なものは、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

 
 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益 188円24銭 61円35銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 773,849 251,756

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

773,849 251,756

普通株式の期中平均株式数(株) 4,111,065 4,103,350
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

 
 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

 
 
 
 
 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年11月12日

油研工業株式会社

取締役会  御中

 

ロイヤル監査法人
 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 白　　上　　卓　　美 印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 惠   良   健 太 郎 印

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている油研工業株式会

社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年９月

30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、油研工業株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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